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神
か ぐ ら で ん

楽殿

神明造りの様式を題材とした意匠でありながら、現代的な設備を備えた建物で、中では毎日、御祈祷、御神楽が
奉仕されています。

※掲載されている写真等の無断転載はご遠慮ください。神
か ぐ ら で ん

楽殿
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ガバナーメッセージ

ガバナー 近藤 雄亮

皆さんこんにちは。2 月 21 日 22 日二つ目のオアシスであります当 RI 第 2760 地区地区大会が、RI 会長代
理としまして RI 第 2660 地区大阪東ロータリークラブ所属の若林紀男様ご夫妻をお迎えし開催されます。
若林紀男様は現在公益財団法人ロータリー米山記念奨学会の常務理事をお務めになっており、ロータリーに
ついて大変造詣の深い方であります。地区の今年度の方針であります「集まろう・語ろう・楽しもう」で地
区内クラブが頑張っている姿を見て頂き、ご指導を頂きたいと思っております。皆さん宜しくお願いします。
さて、2 月は世界理解月間であります。地区大会の翌日 2 月 23 日は世界理解と平和の日であります。世界
を理解する為には、自分を中心とした社会から離れた社会を実際に見て、聞いて、感じるのが一番だと思い
ます。それには、少なくとも 1 年間その国や土地に住み、彼らの住む世界や人生観を体験することが重要だ
と思います。もし、時間的余裕がなければ少しでも多くの時間を現地の人達と接し、その文化や日常生活を見、
聞くことが必要だと思います。その可能性を多く持っているのが新世代の人達 ( 若者達 ) だと思います。例
えば、ロータリーのプログラムの一つであります “ 青少年交換プログラム ” で海外へ派遣される若者達であ
ります。彼らは 1 年間他国へ行き、ホームステイという形で滞在し、学校へ通ったり、ホームステイ先の家
族達と接し話したりすることによりその土地の言葉はもとより習慣や食文化・住文化をはじめとする色々な
知識などを学び取ってきます。出発前は不安そうな様子もありますが、1 年後帰国すると自信をもった若者
へと変身している姿を何度も見ました。同じことが財団奨学生、平和フェローについてもいえます。彼らは
卒業後、多くの人が国の機関や NGO に所属し世界平和に向かって頑張っております。また、日本へ留学し
ているアジア中心の学生達に日本独特の米山記念奨学制度がありますが、その卒業生達は日本で就職をした
り、母国に戻ってそれぞれ学んだ専門分野で大活躍をしたりして、日本と母国の平和の懸け橋になってくれ
ています。彼らが留学をした他国における、日常生活の中で、その国で起きている出来事を含め彼らが実体
験をすれば、その地域、そしてその国を理解することが出来ます。そして日本の常識は世界の非常識、世界
の常識は日本の非常識とよく言われる原因を理解することが出来ると思います。勿論ロータリアンが直接現
地に出向き現地の人達の実情を理解し、深いお付き合いをしている方々が大勢おられる事も事実です。そう
いった一つ一つの積み重ねがお互いさらに理解を深め、結果平和につながっていくものと考えます。紛争の
多くはボタンの掛け違いから起こると言われます。お互いを知るということが大事ではないでしょうか。ロー
タリアンが自分自身で汗を流し直接的に理解を深めていくのも良いし、新世代の人達に託し、彼等に世界理
解が広まり、ひいては世界平和に繋がっていくことを期待してもいいと思います。今年の 2 月 23 日はロー
タリー創立 110 周年の記念すべき年であります。ロータリアンが世界規模で知り合いを増やし、ロータリア
ンのもつ人脈を活用しつつ世界で良いことをし、さらにロータリーファミリーを我々のパートナーとして育
て、活躍してもうことによって、ロータリーの更なる発展の為の新スタートの年としたいものです。会長・
幹事・会員の皆さん宜しく願いします。
Understanding one another is the most important.
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1905 年 2 月 23 日はロータリー創始者ポール・ハリスが友人 3 
人と最初に会合をもった日です。この 2 月を特別月間として世界理
解月間に指定されています。同月間中、クラブは世界平和に不可欠
なものとして理解と親善を特に強調するクラブ・プログラムと活動
を実施し、世界社会奉仕を中心としたプログラムを行うよう要請さ
れています。1992 年規定審議会は、2 月 23 日に始まる1 週間を「世界理解と平和週間」と呼び、
ロータリーの奉仕活動を強調することを決議しました。

2760 地区の国際奉仕委員会では、2015 年 2 月と 3 月に世界理解月間と識字率向上月間に卓
話を実施させて頂きます。当地区 31 のクラブから卓話のご依頼を頂きました。世界の識字問題、
地区国際奉仕委員会の平和への理解と親善にどう取り組んできたのかをお話しさせて頂きます。

識字問題ではいかに多くの人々が教育を受けられなくて、読み書きができなく、不利益なあつ
かい又、生活を送っているのを想像してみて下さい。自分の国にいるにも拘らず文字が読めない
事により収入も低く、不利な仕事しかできないでいます。当然、収入が低ければ家族は貧困に陥
ります。それにより紛争も起きます。ますます生活は厳しい状況に陥り、負のスパイラルに入っ
てしまいます。

昨年、若干 17 才でノーベル平和賞を受賞されましたパキスタン人のマララ・ユスフザイさん
は 2012 年 10 月 9 日、女性の教育の必要性を否定している反政府武装勢力パキスタン・タリバ
ンからスクールバス内で至近距離から銃撃をされ、6 日間の昏睡状態から奇跡的に生還を成し遂
げ、９ヶ月後の 2013 年 7 月12 日に国連に於いて子女教育の必要性を訴えました。

世界の飢餓、貧困、紛争の起因は識字の低さもこれらの原因の一つではないかと思います。
識字率が向上していけば解決の道は開かれていくと思います。私達一人一人の力は小さなもので
すが、ロータリークラブという組織を活用して大きな力をもって問題解決する事ができるのでは
ないでしょうか。

「世界理解月間」に寄せて
地区国際奉仕委員長　杉浦 敏夫

世界理解月間
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ガバナー活動報告

加藤陽一ガバナーエレクト壮行会開催

1 月 9 日 ( 金 ) 名鉄グランドホテル「涵
かん

梅
めい

舫
ほう

」にて加藤陽一ガバナーエレクトの壮行会が総
勢１７名の出席のもとに開催されました。

盛田和昭パストガバナーの乾杯発声で始まった壮行会は、出席者全員から加藤陽一ガバナー
エレクトに一言ずつ激励の言葉が贈られ、加藤陽一ガバナーエレクトからは抱負と感謝の気持
ちが述べられるなど、終始和気あいあいとしたものとなりました。

なお、加藤陽一ガバナーエレクトはアメリカ・サンディエゴで開催された国際協議会（１月
１８日～１月２４日）にご夫婦で出席されました。

1月14日発表 国際ロータリーニュースより

2015-16 年度ＲＩテーマ
世界へのプレゼントになろう

Be a gift to the world

2015-16 年度ＲＩ会長
K.R.Ravindran
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平成 26 年 12 月 1 日 ( 月 ) 近藤雄亮ガバナーの公式訪問が行われ
ました。

当日は、近藤雄亮ガバナー、高須洋志幹事が来栄され、当クラブ
からは会長、幹事、両副会長、会長エレクト、副幹事が参加し午
後 5 時より 40 分間和やかな懇談会が行われました。

まず、当クラブ会長によるクラブ方針、特に研修に重点をおいて
「ロータリーを知って、楽しむ、マイロータリー」のクラブテーマ
にそって事業を進めている活動に対して近藤ガバナーから評価を
いただきました。

近藤ガバナーからは栄ロータリークラブの個性・色を伸ばしなが
ら適正な規模を考えて下さいとの意見をいただきました。そして、
近藤ガバナーの考えていることと一致しているとのお言葉をいた
だきました。また、高須幹事からは「My Rotary」の活用について
お話をいただきました。午後 6 時より例会行事が行われ、近藤ガ
バナーより講話をいただきました。

今後も栄ロータリークラブの個性・色を伸ばして活力と魅力ある
クラブ作りを推進していきたいと思いました。

12 月 2 日火曜日に近藤雄亮ガバナー、高須洋志地区幹事をお迎えして、懇談会ならびに例会を開催しました。

会長・幹事との懇親会では、最近のロータリーについて、アイサーブ・ウィサーブについて、新しくできた E
クラブについて等、活発な意見交換をしました。また近藤ガバナーより希望の風奨学金への継続的な支援につ
いてお話がありました。

例会卓話では、今年度 RI 会長のゲーリー C.K. ホァンさんが来日された際のお話をまじえて、今年度のテーマ
『Light Up Rotary』について、ロータリーの基本の『アイサーブ』をすることによって一人一人が出会いや達
成感により光り輝き、その一人一人が輝いたときそのクラブが光り輝き、地区も輝き、世界 120 万人いるロー
タリアンすべてが輝けば世界中が明るくなる、これが会長の言う『Light Up Rotary』であるというお話、ロー
タリーには 3 つの『H』（手・頭・心）が必要というお話など、ロー
タリアンとして大変意味深いことを聞くことができました。

また、近藤ガバナーより当クラブの出席率の高さをお褒めい
ただき、これからもとにかく、会員が集まって、楽しく語れ
る例会を行っていきたいと思いました。

今年度のガバナー訪問は84クラブを個別で訪問するという、
近藤ガバナー・高須地区幹事の熱い思いと大変さを、我々
は真剣に受け止めて、有意義な例会ができたと思います。

ありがとうございました。

ガバナー公式訪問報告

名古屋栄ロータリークラブ

名古屋城北ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　山田 慎也

副幹事　奥村 一憲

2014 年 12 月 1 日㈪

2014 年 12 月 2 日㈫

2014 年 12 月 1 日㈪ 〜 10 日㈬  開催分
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名古屋名北ロータリークラブ
報告者開催日 幹事　横井 尚啓2014 年 12 月 3 日㈬

ガバナー公式訪問報告

１２月３日（水）近藤ガバナー・髙須地区幹事をお迎えし、懇談会並
びに例会卓話をして戴きました。

懇談会は会長・幹事・副会長・次期幹事が同席させていただき、以下
ご教示戴きました。

「希望の風奨学金」の経緯及び今後の継続に対する協力の依頼。

「ＷＦＦ」の開催に当たっては大変評判がよく、今後全国の地区モデル
としてＰＲして行く方針であり、当クラブからの参加を会員のみならず、
ご家族、お友達、出来るだけ多くの参加を希望する旨の要請を戴きま
した。

例会卓話に於いては、ロータリーの成り立ち、歴史等わかりやすく説
明して戴き、また、海外でのエピソードも含め、大変ユーモアあふれ
るお話にて、会員一同楽しいひと時を過ごさせていただきました。

結びに、職業人としてのロータリアンが進むべき方向は「感動を与え
て見返りを求めず」とのお言葉でした。

今後の近藤ガバナー・髙須幹事お二方のご健勝・ご活躍をお祈り致し
ます。

本当にありがとうございました。

１２月３日（水）、近藤ガバナー、高須地区幹事をお迎えし、懇談会及び例会の後、会員数３０人
未満のクラブとして討論会を開催し、ご指導をいただきました。

懇談会では、会長、幹事、会長エレクトをはじめ、多くの理事役員が同席させていただきました。
当クラブの出席率の低さについて、その現状と課題について質疑応答があり、例会出席はロータ
リアンの義務であることをよく会員に周知を図ること、会員が集う楽しい例会運営を心がけること
等のご指導をいただきました。

例会におけるガバナーの卓話では、ロータリーで友人の輪が広がる意義、楽しさを興味深く伺い
ました。特にガバナーがロータリーに入られる時、誘ってくださった先輩がいつも例会日に迎えに
来てくれて、例会出席の大切さ教えてくださったというエピソードは、印象に残りました。

懇談会では、ガバナーから会員数の少ないクラブの現状について、資料をご提供いただき、それ
でも志を持って立派な活動をしているクラブもあり、そういうクラブを目指して欲しいとのご助言
をいただきました

中部名古屋みらいロータリークラブ
報告者開催日 会長　高橋 一吉2014 年 12 月 3 日㈬
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尾張中央ロータリークラブ
開催日 2014 年 12 月 10 日㈬ 報告者 幹事　片山 進

2014 年 12 月 10 日（水）会員一同が待ち望んでおりました近藤ガバナーの公式訪問（高須地区幹事同行）。
尾張中央 RC は、ガバナー公式訪問は、創立以来、親クラブとの 3 クラブ合同でしか経験していませんので、
不安と緊張感を持ってお迎え致しました。

　会長以下 5 役の懇談会では、当クラブの活動状況と会員状況を説明させて頂きました。

お世辞かもしれませんが、お褒めの激励を頂きました。他のクラブの会費、会員の動向、活動事例等広範且つ
有意義なご指導、情報を頂きました。高須幹事からは、「希望の風奨学金」は、直接的、効果的、使途の明瞭
性から、ロータリーの慈善的奉仕活動に相応しいので、今後ともご支援頂くように要請が有りました。

　例会卓話では、歴史的な時代の革命的変革の事例（パラ
ダイムシフト）を挙げられ、常識を超えた発想を、職業上でも、
ロータリーでも生み出していく必要性を述べられました。

失礼ながら、近藤ガバナーは、一見強面な風貌にも似合わず、
とても温和で包容力満載の高潔な人格者、さすがに我がガバ
ナーと、例会出席者全員が、敬愛の念を抱きました。高須幹
事は見るからに役職上、厳しさを風格に表わされながら、笑
顔の素晴らしい方でした。会員一同、（特に若手会員は、ガ
バナーとの名刺交換もでき）光栄に感じておりました。今年
度は「感動」「集まろう・語ろう・楽しもう」を実感するクラ
ブで有りたいと思います

ガバナー公式訪問報告

台湾米山学友会総会が開催されました
台湾米山学友会 ( 中華民国扶輪米山会 ) の総会が 12 月13 日、台北市内で開かれ、台湾学友ら約 80
人のほか、日本各地のロータリアンや学友が多数参加。韓国学友会からも全

 ジョンビョンテ
炳台会長ら 4 人が参加し、

総勢約 130 人が集う盛会となりました。

総会では 2014 年春に「旭日中綬章」の叙勲を受けた米山学友・廖一久さん ( ハイライトよねやま
170 号参照 ) が登壇し、受章の喜びとエビ養殖の研究にかけた半生を語り、学友会を代表して林

リンウェイホン
維宏

理事長からトロフィーが贈られました。また、昨年、米山記念奨学会理事長を退任した板橋敏雄名誉
理事長にも感謝の品が贈呈されました。
このほか、同学友会が支援する日本人
留学生 2 人に奨学金が授与され、日台
ロータリアン・ご家族から台湾学友会へ
の寄付金に感謝状が贈られました。総
会には毎年、多くの学友が日本への感
謝の気持ちとともに集まっています。
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委員会報告

青少年交換委員会では毎年各国より留学生の受け入れをしております。今年は 5か国から女
性 5名、男性 3名の合計 8名が 8月より来日しております。
留学生の 1年間の最大の楽しみはこの 12月 14日から 16日までの東京研修です。
今回は地区メンバー黒田ガバナー補佐、岡田委員長を筆頭に地区委員、Ｒｏｔｅｘ、帰国生総
勢約 20名で東京研修に行ってきました。
初日は早朝、とりあえず名古屋駅に一人の遅刻者？もなく集合。団体行動が苦手？？な、留学
を連れて新幹線に。途中、静岡県に入ると富士山がきれいに見ることができました。
東京駅に着くと、早速「はとバス」に乗って都内観光です。皇居やレインボウブリッジ、築地
市場などを1時間ほどかけて車内から観光を楽しみました。
この後、留学生が最も興味のある、コスプレやアニメの聖地、秋葉原へ。最近の来日する留学
生は、アニメやコスプレに興味があるようで、短い時間でしたが堪能していました。
この後、東京に来た外国人が必ず行く浅草へ行き日本の文化を楽しみました。
2日目は東京ディズニーランドでの研修です。クリスマス直前とあって、きれいに飾られたク
リスマスツリーに思わず感動していました。大人が行っても楽しいディズニーランドは今年も寒
波が来ていましたが、寒さを忘れて楽しんでいました。
3日目はディズニーシーでの研修です。最終日は途中からい、あいにくの雨になりましたが、
それでも留学生たちは時間まで、堪能し、貴重な体験と、大切なお土産を手に帰路につきました。
今回の研修では、団体行動の苦手な？留学生もちゃんとまとまり、日本の修学旅行の生徒にも負
けない規律ある行動がとれました。日本に来て約半年ですが、留学生は徐々に日本人に成りつ
つあります。

地区青少年交換委員会　副委員長　岩月 雅章
国際ロータリー第 2760 地区 青少年交換委員会 「東京研修報告」
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クリスマス会を12/20に開催しました。当日は第6回オリエンテーションで留学候補生の留学中の注
意事項や、ホームステイ先の心得を学習して、来日留学生は日本語の勉強会を学友や帰国生と青少年
交換委員会のメンバーと共に日本語の学習を行いました。
その後移動して学生たちはカラオケの会場にてクリスマスのプレゼント交換とカラオケの楽しい交
流会を行いました。また委員会メンバーは御園座近くのイタリアンにて今年のご苦労さん会と反省会
を行いました。
今回のクリスマス会にはフィンランドから昨年の留学生ユウスト君がアルバイトをしてお金を貯めて
念願の日本に再来日されました。もう一度日本に行きたいと帰って行った留学生が再来日してくれたこ
とは、交換委員会をしていて嬉しく思える時の一つです。よく来てくれました、ありがとう。また来る
日を待っています。
我々委員会は送り出す学生、来る学生、学友たち、帰国生のお世話に毎年奮闘しています。最も嬉

しく思い、感動を覚えることは、留学した学生が逞しく、積極的になり成長して帰ってきたのを実感で
きるときです。自己紹介の英語スピーチがたどたどしく自信のない様子で詰まり詰まり話していた学生
が英語を理解でき、スムーズに話ができ、大きく成長して帰って来ます。親元を離れ、一人外国の地
でホームステイ先や学校の友人達、ロータリークラブとの親善交流を通して得た大きな宝物は一生の
記念になると思います。
私は委員になりもう七年にもなりますが、問題の留学生が一人いて、その子は交流が苦手で早期帰
国の勧告を受け、返されました。日本でしていた生活を同じように留学先で行っていたようです。
面接やオリエンテーションでは家のしつけや習慣までは察することはできません。長く付き合って初
めて分かることもありますが、一人でも自分を大きく成長できる、変えるチャンスを与えて、国際ロー
タリーＤ2760青少年交換プログラムに参加していただきたいと願っています。
国際ロータリーの青少年交換プログラムが町の人に認知され、ロータリークラブの活動が充実する
ことを願っています。
ありがとうございました。

委員会報告

地区青少年交換委員会　委員    山本 雅久
地区青少年交換プログラム・第６回オリエンテーション ROTEX 主催クリスマスパーティー
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ロータリーデー開催報告

開催日：2014 年 10 月 25 日（土） 報　告：会長　永井 喜義

知多ロータリークラブ

２０１４年１０月２５日（土）、毎年秋に知多市で行われます産業まつりにブースを構え、知
多ロータリークラブのロータリーデーを開催いたしました。この知多市産業まつりは昨年台風
により中止となりましたが、今年は晴天に恵まれて大変な賑わいでした。

知多ロータリークラブではペットボトルキャップやプルタブを回収しポリオワクチンに交換
することと、どんぐりのポットを配布し各家庭で育てていただき数年後に植樹会を行うどんぐ
りプロジェクトの２点を行いました。どちらの活動も数年前から継続して行っておりますので、

「今年もキャップを持ってきたよ」と大きな袋を抱えてブースに立ち寄っていただける方が大勢
いらっしゃいます。またどんぐりを育ててくれると約束をしてくれたお子さんには輪投げをやっ
ていただいているので、こちらも毎年楽しみにしてくれている子友達の長い行列ができました。
今年はペットボトル１２㎏・ブルタブ１０キログラムを回収、育てていただけるとお約束してく
れた方にどんぐりのポットを２００個配布いたしました。

知多市民が楽しみにしている産業まつりの場でブースを構えることによって、ポリオワクチ
ンの購入や植樹による緑化の社会貢献はもちろんですが、地域の皆様と実際にお話しをしなが
らロータリーの存在を知ってもらい、ロータリーとは何かを理解していただく絶好のチャンス
だと思っております。今後もこの活動を継続し、より多くの方にロータリー活動のことを知って
いただきたいと考えております。
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ロータリーデー開催報告

当クラブのロータリーデー活動として、岡崎ロータリークラブと岡崎ローターアクトクラブ・
岡崎学園高等学校インターアクトクラブと合同で、10 月 26 日（日）に岡崎市額田地区の「お
おだの森」での環境保全活動を行いました。

当日は RC・RAC・IAC 合わせて 25 人が参加し、午前中は「おおだの森」の育成活動をし
ておられる「山留舞会」の会員の方々に協力する形で市民が植えた桜やモミジ周辺の下草を刈
り取る作業を行いました。山の下草の茎は非常に硬く小さな鎌で刈り取る作業は結構大変でし
たが、作業が終わった時には頂上付近の散策道の周囲はかなりきれいになったと思います。

午後には、岡崎市環境保全課の河合寿八様より「岡崎市の森林環境保全について」のお話
をお聞きしました。岡崎市の総面積の6割は森林で、そのうち６０％が杉や檜の人工林である事、
人工林は絶えず下草刈り、枝打ち、間伐などの林業作業を行わないと緑の砂漠といわれるよう
な木の根元が浮き上がって枯れてしまう状態になってしまう事、安価な外材の輸入により採算
が取れないことで林業作業を行う人が減少してきている事などの問題点を判りやすく解説して
いただきました。森林は、水源涵養機能、土砂災害防止機能、快適環境形成機能など私たち
の生活に関わる様々な機能を持っており、こ
の機能を金額に換算すると全国で年間約 70
兆円に上り、岡崎市だけでも年間 340 億円
になるとのことでした。

今回 RAC・IAC の若い人たちと一緒に下草
刈りの作業の大変さを体験し、専門家のお話
を聞くことによって、森林の環境保全の重要
性について更に理解が深まったと思います。

開催日：2014 年 10 月 26 日( 日 ) 報　告：社会奉仕委員長 杉浦 健太郎
　　　　青少年奉仕委員長　水野 周久

岡崎ロータリークラブ

岡崎RC・RAC・IAC合同「おおだの森環境保全活動」について
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ロータリーデー開催報告

開催日：2014 年 11 月 1 日 ( 土 )、2( 日 ) 報　告：幹事　小出 道治

西尾一色ロータリークラブ

去る１１月１日（土）２日（日）に西尾一色ロータリークラブのロータリーデーを開催しました。
地元（西尾市一色町）の商工まつりに参加するかたちで「ポリオ撲滅運動とエコキャップ運動」
のＰＲブースを設営しました。

エコキャップ運動については、当クラブが１０年前から行っているもので、累計８２０，９９６
個のペットボトルキャップを回収し、ポリオワクチン投与に貢献してきました。

またペットボトルキャップを利用した「エコキャップパネルアート」の展示も行い、今年は
子供達に大人気の【妖怪ウォッチ】を作成しました。

パネル作成には、来場者にも手伝ってもらい大いに楽しんでもらえました。
２日間の開催で初日は雨だったため、来場者も少なかったですが、この２日間をとおして、

西尾一色ロータリークラブの活動が少しでも理解してもらえたと思っております。
今後も引き続き「エコキャップ運動」は続けて行く予定ですので、地域の皆様にＰＲするこ

とが必要であると思っております。
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ロータリーデー開催報告

名古屋錦ロータリークラブは、例会日を変更し、ロータリーデイの午前１１時から事務局にて
例会。その後各々チケット２綴りを携えて、徒歩５分のワールドフード＋ふれ愛フェスタ会場
で昼食とショッピングを楽しみました。

東北の食品販売を通じて被災地支援を行う「みちのく屋」がロータリークラブのご厚意で
ワールドフード＋ふれ愛フェスタに出店させていただいて２年目になります。みちのく屋の社長、
若林隆之君はまだ３０代。私が会長を務める東海岩手県人会の会員です。ロータリークラブに
感謝の気持ちを伝えたい、と東海岩手県人会は協賛広告を打ち、県人会会員有志１３名が、揃
いの黄色いはっぴで販売ボランティアを行いました。いちご煮、海宝漬などの高級品が飛ぶよ
うに売れ、売上は３日間で４０万円。通常の２倍です。お陰様で、収益金より被災企業に寄附
を行い、ワールドフードフェスタにも少額ながら寄附をすることができました。皆様、本当に
ありがとうございました。

私が一生懸命商品ＰＲをする様子を、当クラブの俳句友の会のお仲間である中山信義君が俳
句にして下さいました。「小春日や　熟女の売り声　絶好調」

開催日：2014 年 11月３日（月・祝） 報　告：石井 弘子

名古屋錦ロータリークラブ
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ロータリーデー開催報告

開催日：2014 年 11月 8 日（土）

春日井ロータリークラブ

春日井ロータリークラブは、春日井市の特産品、実生サボテン（サボテンの苗木）を多くの
春日井市民に知って貰う活動をしています。その一環として、春日井市が主催する「福祉のつ
どい」中で、来訪市民に実生サボテンの鉢植え体験をしてもらい無償で配る活動をここ数年し
ています。今年度も 2014 年 11月 8 日に開催し 500 鉢を市民に配りました。その中で、ロー
タリーの活動を春日井市民に口頭でPRし、理解をしてもらう活動をしました。春日井ロータリー
クラブのロータリーデーは、昨年、春日井ロータリークラブの 45 周年の記念として春日井市
緑花植物園にニュートンの林檎の木を植樹いたしました。その関連で今年度は、2015 年 2 月
28 日に、春日井市少年自然の家に、ニュートンの万有引力の実験器具並びに万有引力のパネ
ルを寄贈いたします。その折に小学生、保護者を招き、贈呈式を行いますのでその日を春日井
ロータリークラブのロータリーデーに致します。近隣のロータリークラブの皆様、ご都合が宜
しければお越しください。
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ロータリーデー開催報告

開催日：2014 年 11月 9 日（日） 報　告：幹事　伊藤 正幸

碧南ロータリークラブ

１１月９日日曜日碧南市臨海体育館と臨海公園において開催されました「市民ふれあいフェスティ
バル」にて碧南ロータリークラブのコーナーを設け、多くの市民の皆さんに我々のロータリー活動に
ついて PR をいたしました。

市民ふれあいフェスティバルは、回を重ねること２３回。市内の各種団体が暮らし、健康、福祉をテー
マにした多彩なコーナーを設け、市民が開催を心待ちにするイベントで、２２，０００名の人々が集
いました。

フェスティバルの趣旨に沿う形での参加が条件となりますが、まさにロータリーの活動はフェス
ティバルの趣旨に沿うものとして歓迎されました。

当日はポスター、パンフレット、ビデオを利用してポリオ撲滅活動の PR と啓発、協力のお願いを
いたしました。

また、昭和３４年の碧南ロータリークラブ創立記念の植樹から始まり、今日に至るまで連綿と続け
られる当クラブの伝統を受け継ぐ緑化事業につきましても詳細に説明したポスターを作成し、ポリオ
撲滅活動とあわせて PR をおこないました。

当クラブ名誉会員でもあります禰冝田市長はじめ、市の職員の方々、各種団体の皆さん、そして
多くの市民の方々にあらためて碧南ロータリークラブの存在と活動についてより深くご理解を頂けた
ものと感じております。

参加した会員には、ロータリークラブって何？からはじまり、ポリオはまだあったんだ、あの立派
な木はロータリークラブが植えたんですね、ポリオ撲滅にぜひ協力したいといった市民からの疑問、
質問、意見に丁寧に答えて頂きました。

地区方針である「集まろう・語ろう・楽しもう」をまさに実践できたものと、立派なポスター横断
幕を貸与くださいました地区財団事務局、ロータリーデーを開催するよう促して頂きましたゲイリー
C.K. ホァン RI 会長、近藤雄亮ガバナー、そして的確なご指導を受けました黒田勝基西三河分区ガ
バナー補佐には心より感謝申し上げます。
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ロータリーデー開催報告

開催日：2014 年 11月 9 日（日） 報　告：会長　内藤雄功
　　　　幹事　伊藤文則

豊川ロータリークラブ

開催月日　２０１４年１１月９日（日）　９：００〜１１：５０
開催場所　豊川高等学校鳳翔閣（講堂）
内　　容　豊川高等学校インターアクトクラブ創部 50 周年記念式典／記念講演

豊川ロータリークラブでは、活動地域にある豊川高等学校インターアクトクラブを地区内で
初めて提唱し、早いものでこの秋５０年の大きな節目を迎えることができました。何かしたい
がどのようにしたら良いかとクラブ内で検討していましたが、話を進めるうちに本年度のＲＩ
会長方針に沿い、ロータリークラブもそうだがインターアクトクラブもその活動が世間にあま
り認知されていないのが現実だから、PR も含め豊川ロータリークラブ・ロータリーデーとして
開催し、地域の皆さんにもご参加いただき開かれたものにしようとまとまりました。クラブ内
での意見の集約や学校との調整など手間取る事が山ほどありましたが、終わってみると厳かな
雰囲気の大変すばらしい式典を開催することができました。

当日は山脇実豊川市長、地元選出県議会議員、近藤雄亮ガバナー、秋田敬治地区青少年奉
仕委員長、奥田清仁地区インターアクト委員長、谷山芳和地区 RYLA 委員長、岡田雅隆地区
青少年交換委員長はじめ地区委員の方々、それに安城学園高等学校、光ヶ丘女子高等学校、
桜花学園高等学校のインターアクトクラブの方々にもご臨席いただきました。

式典では山脇豊川市長、近藤ガバナーより５０年の活動に対する労いや今後の活動への期待、
青少年への指針となるご挨拶をいただき、相馬三孝豊川高等学校長と寺尾優穂インターアクト
クラブ会長よりこれまでへの感謝とこれからも尚一層努力を重ねる旨の挨拶をさせていただき
ました。最後に内藤雄功豊川ロータリークラブ会長よりロータリークラブの PR とインターア
クトクラブへの変わらぬご支援、ご協力をお願いし閉会しました。

式典に続き、豊川市のお隣、豊橋市出身でバンクーバー、ソチと二大会連続でオリンピック
に出場した、プロフィギュアスケーター鈴木明子さんによる「ひとつひとつ、少しずつ。」と題
した記念講演を行い、５０周年の節目に花を添えていただきました。
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ロータリーデー開催報告

開催日：2014 年 11月 30 日（日） 報　告：会長　安井 喜秀

知立ロータリークラブ

◆ 日　時　　　　2014 年 11月 30 日（日）午前 9 時〜午後 4 時
◆ 会　場　　　　知立市文化会館「パティオ池鯉鮒」
◆ 内　容　　　　乳がん検診並びに乳がん予防啓蒙事業　　　　　　
◆ 検診対象者　　知立市内在住の 30 歳以上の女性
◆ 検診受診者　　超音波検診（30 〜 39 歳）66 名
　　　　　　　　 マンモグラフィー検診（40 歳以上）49 名　合計 115 名
　　　　　　　　　（申込者 184 名の内、抽選にて決定）
◆ 主　旨
　現代を生きる女性にとって、“ 乳がん ” は大きな脅威のひとつです。1975 年当時の乳がん罹患

数は 11,123 人、死亡者 3,262 人。2008 年にはり罹患者は 5 万人を超え、死亡者は 11,797 人と
増加の一途を辿っています。罹患数に比して死亡者の伸びが減少しているのは医療の進歩とやはり
検診による早期発見があるかと思われます。実際に乳がんは発見が早ければ 10 年生存率は高いも
のとなっています。しかしながら、知立市においては 40 歳〜 60 歳を対象に乳がん検診を行なって
はいるものの検診施設が限定されていることや、小さな子供達の母親世代である 30 歳代の女性に
対する補助が無いのが現状です。

これらの状況を鑑み、今回は幅広い年齢層を対象とした検診事業を開催いたしました。
また、『ちりゅうこどもフェスティバル』が同会場で催されていることを有効的に活用し、来場者

に乳がん予防啓蒙ちらしや、知立市が行なう検診案内などを配布しました。
◆ 事業を終えて
予想をはるかに上回る検診への申込み受付中には、日曜日の検診であることへの感謝、次回開催

への希望などの声もあり、本事業の意義を確信しました。当日は知立 RC メンバー全員がロータリー
マークの入ったジャンパーを着用してちらしを配布すると共に、乳がん予防啓蒙パネルやロータリー
が取り組むポリオ撲滅のパネルも展示し、ロータリー活動の広報にも一役を担いました。我々メン
バーも地域社会への奉仕を実感し、今後のロータリー活動への活力となる一日でありました。
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ロータリーデー開催報告

開催日：2014 年 12 月 7 日（日） 報　告：幹事　安藤 毅

三河安城ロータリークラブ

日時 2014 年 12 月 7 日( 日 )
 AM　10:00 〜 15:00
場所 安城市総合運動公園内　青少年の家
動員数 130 名（一般）　3 名（ボランティア）20 名 ( メンバー )
内容 「子供たちへの紙しばいの上演、本の読聞かせ」
 ・本年メイン事業として、新美南吉作「ごんぎつね」の大型紙しばいを地元作家に

よって手造りで製作。大型舞台も作成。
 ・紙しばいと大型舞台を安城市に寄贈。
 ・安城商工会議所主催のイベント「元気フェスタ」会場にて、紙しばいを一般公開

することを「ロータリーデー」として計画、実施した。
 ・午前、午後２回の上演を行い、会場の和室はどちらも満員。参加された親子にと

ても喜んで頂けた。
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大会第１日目／半田市福祉文化会館
＜ RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会＞ウェスティンナゴヤキャッスル
大会第２日目／ウェスティンナゴヤキャッスル

生年月日 1941 年 2 月 18 日
勤務先 株式会社ファミネット　特別顧問
所在地 〒 541-0047　大阪市中央区淡路町 4-7-5
経歴 1964 年 慶応義塾大学商学部　卒業
 1983 年 大阪家庭瓦斯株式会社　代表取締役社長
  （現　株式会社ファミネット）
 2011 年 北陸エルピーガス株式会社　代表取締役会長
 2012 年 株式会社ファミネット　特別顧問

職業分類 商社

ロータリー歴 大阪東ロータリークラブ入会　1982 年 8 月 26 日／在籍 32 年
 1999.07 ～ 2000.06 会長
 2003.07 ～ 2004.06 RI2660 地区ガバナー
 2004.10 RI2840 地区「地区大会」RI 会長代理として出席
 2010.04 RI 規定審議会　代表議員として出席
 2012.02 交易財団法人ロータリー米山記念奨学会　評議員
 2012 「2014 ～ 2016 年度第３ゾーン RI 理事」指名委員会　委員長
 2014.09 公益財団法人ロータリー米山記念奨学会　常務理事

ホストクラブ　・半田ロータリークラブ　　大会実行委員長　・杉浦 三郎

支援クラブ ・常滑ロータリークラブ ・東海ロータリークラブ ・東知多ロータリークラブ
 ・半田南ロータリークラブ ・知多ロータリークラブ ・大府ロータリークラブ

会場：

Ｒ I 会長代理

若
わかばやし

林 紀
の り お

男 氏
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ロータリーコーディネーター
ニュース

-８ 月号 -

第１ゾーン RC代行　酒井正人 (ARC)

「負の広報マンを作らないために」

地区とクラブにロータリーの戦略計画の推進と実施を支援するために、
ロータリー・コーディネーター（RC）、ロータリー公共イメージ・コー
ディネーター（RPIC）、ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）が、
地区ガバナーをサポートしています。なかでも、ロータリー・コーディ
ネーターは「クラブのサポートと強化」を担当します。

ゲイリー C.K. ホァン会長から、ロータリーの会員数は 2014 年 11 月 30
日現在 1,217,576 人と 2013 年７月 1日時点と比較して 29,037 人増加
したと報告を受けています。第1ゾーンも期首に比べて858人、第2ゾー

ンは 683 人、第 3ゾーンは 889 人とそれぞれ増加して総会員数は 89,199 人になりました。

ひとつの方法ではありますが、データから第 1、第 2、第 3ゾーンの 2014 年 10 月の退会者数を入
会者数で割ってみると、それぞれ順に 67/181 で 37%、76/164 で 46.3%、91/223 で 40.8%になり、
3ゾーン合計でみると 234/568 で 41.2%になります。当たり前のことではありますが、分母の入
会者数を大きくして分子の退会者数を小さくすれば数値は小さくなりますから実質会員増加率が
良いことになります。是非、皆様の地区やクラブで算出して、他地区、他クラブと比較し参考に
して下さい。

さて、この分子の部分を考察してみます。つまり、退会者について考えます。(1) 健康上等のやむ
を得ない問題（病気、死亡）(2) 職場等の事業上の問題（転勤、退職）(3) その他があります。「転勤」
の場合には SAKUJI 作戦を積極的に活用する方法があります。「退職」はクラブ会費の見直しをし
てはどうでしょうか？　会費の中身はクラブ運営のための絶対経費（事務費、RI と地区分担金等）
と食費に分けられます。退職者の多くは高齢者が多いので、クラブ在籍年数も多く出席規定の免
除を受けられる会員であると思われます。ですから出席した時のみ食費の負担をすれば、経済的
負担を軽減できます。問題は「その他」に分類される方々です。すべて理由を把握するのは困難
です。しかし、その中にはクラブ内の人間関係やロータリークラブに魅力を感じず、退会をして
しまう方々が多いことも事実でしょう。このような場合、クラブ内の人事や、やり甲斐を感ずる奉
仕活動が効果を発揮することがあります。必要とされていることを実感してもらうプログラムが
必要なのです。皆様のクラブは如何でしょうか？　会員にやり甲斐を感じるプログラムや人事を
しているでしょうか？　

不満を持って退会した会員は「負の広報マン」になる場合が多いのです。クラブに不満がある場
合には意外と不況や年齢や健康を表向きの理由として、退会していることが多いような気がして
なりません。退会者を少なくするためにもクラブの戦略計画を立てましょう。退会者数 / 入会者
数の分母である入会者を増やしても、退会者が多ければ穴の開いた器に水を注ぐようなものです。
何処に穴があるかを探ることからはじめてください。「負の広報マン」を作り出さないためにも。

2
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文庫通信 -328-

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2 万 3 千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献 ･ 資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
また、一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

＜ ロータリー文庫 ＞
〒 105-0011 東京都港区芝公園 2 丁目 6 番 15 号 黒龍芝公園ビル 3F　

TEL：03-3433-6456　FAX：03-3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp/
開館＝午前 10 時～午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日

 ◎ 「2010 年から活動を開始するロータリー・コーディネーター」 村上勘一 2010 1p （D.2540 月信）
 ◎ 「コーディネーターニュース 8 月号− RI 戦略計画とコーディネーターの責務」 金杉 誠 2014 1p
 ◎ 「ロータリーコーディネーターニュース 9 月号」 安満良明 2014 1p (D.2760 月信）　
 ◎ 「コーディネーターニュース 10 月号−ロータリー公共イメージの推進」 渡辺敏彦 2014 1p （D.2820 月信）
 ◎ 「コーディネーターニュース 11 月号−『My Rotary』を活用しよう」 髙野孫左ヱ門 2014 1p （D.2790 月信）
 ◎ 「全国ロータリー・コーディネーターセミナー」 小船井修一 2014 6p （D.2500 月信）
 ◎ 「ロータリーのいろは」 深川純一 2014 9p D.2650 地区大会記念誌）
 ◎ 「ふたつのロータリーモットー」 久野 薫 2014 1p （D.2680 月信）
 ◎ 「ロータリーの魅力」 久野 薫 2014 1p （D.2680 月信）
 ◎ 「国際ロータリーの変質『ロータリー失われた１０年』」 新藤信之 2014 13p

［上記申込先：ロータリー文庫］

■最近のロータリー情報

●  2014-2015年度  ガバナー月信   個人配信  登録方法  ●

第 2760 地区ホームページより、随時受付中！
＜ホームページアドレス＞  http://www.rotary2760.org/
① 第 2760 地区のホームページを開き、上部メニューのガバナー情報→ガバナー月信をク

リックします。
② メルマガ登録という部分に、自分のメールアドレスを 2 回入力して、登録ボタンをクリッ

クすれば登録完了となります。登録された方には、月初めに月信 PDF のリンクが記載さ
れたメールが送信されます。メール内の URL をクリックするだけで月信 PDF がダウン
ロードされ、閲覧していただけます。

前年度登録されていた方は、再登録の必要はありません
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クラブ名

会員数 会員数 会員数 当月
女性

入会 退会 例
会
数

12 月

出席率
2014 年 
7 月１日

2014 年 
7/1 女性

2014 年 
12 月末日 12 月 累計 12 月 累計

東
名
古
屋
分
区

名古屋北 91 0 93 0 0 4 1 2 3 98.67%
名古屋東 87 0 88 0 0 2 0 1 4 85.81%
名古屋守山 39 3 38 3 1 2 3 3 4 90.74%
名古屋和合 104 0 102 0 0 0 2 2 3 79.19%
名古屋名東 59 7 60 7 0 3 0 2 3 91.05%
名古屋名北 38 5 38 5 0 0 0 0 4 97.18%
名古屋千種 41 3 40 3 0 0 1 1 3 93.81%
名古屋昭和 51 2 52 2 0 1 0 0 4 97.28%
名古屋錦 29 9 28 9 0 0 1 1 3 90.56%
名古屋東山 31 4 34 7 0 4 1 1 3 94.26%
名古屋葵 19 0 20 0 0 1 0 0 3 78.33%
名古屋アイリス 33 12 34 13 0 2 1 1 3 89.22%
12RC 622 45 627 49 1 19 10 14 90.63%

東
三
河
分
区

豊橋 116 3 117 3 1 3 0 2 4 91.21%
蒲郡 56 0 54 0 0 0 0 2 4 90.98%
豊橋北 73 4 73 4 0 1 1 1 3 97.96%
豊川 71 1 71 1 0 1 0 1 4 95.47%
田原 43 1 41 1 0 0 2 2 4 91.25%
豊橋南 56 0 56 0 0 1 1 1 4 99.03%
新城 43 2 43 2 0 0 0 0 4 92.12%
渥美 33 0 32 0 0 1 2 2 5 87.28%
奥三河 15 3 15 3 0 0 0 0 4 89.29%
豊川宝飯 54 2 59 2 1 6 1 1 3 98.77%
豊橋ゴールデン 64 2 67 2 1 3 0 0 4 98.33%
田原パシフィック 48 1 50 1 0 2 0 0 3 91.30%
豊橋東 42 0 42 0 0 1 1 1 3 91.27%
13RC 714 19 720 19 3 19 8 13 93.40%

西
三
河
中
分
区

岡崎 77 3 86 3 1 9 0 0 4 100.00%
豊田 93 0 92 0 0 0 1 1 4 98.85%
岡崎南 95 2 94 2 0 1 0 2 3 100.00%
豊田西 95 1 93 0 0 2 1 4 4 100.00%
岡崎東 57 1 59 1 0 3 1 1 4 98.59%
豊田東 77 0 78 0 0 1 0 0 4 96.48%
岡崎城南 74 0 74 0 1 1 0 1 3 95.25%
豊田三好 19 0 19 0 0 1 1 1 4 92.46%
豊田中 40 6 40 5 0 3 2 3 3 100.00%

9RC 627 13 635 11 2 21 6 13 97.96%

西
三
河
分
区

刈谷 94 4 94 4 1 3 0 3 4 100.00%
安城 61 4 61 4 0 1 0 1 3 95.00%
西尾 77 1 79 1 0 4 1 2 3 96.03%
碧南 68 3 68 3 0 3 1 3 4 100.00%
西尾一色 25 0 27 0 0 2 0 0 4 99.04%
高浜 33 2 33 2 0 0 0 0 3 100.00%
知立 61 0 60 0 0 1 0 2 4 100.00%
西尾ＫＩＲＡＲＡ 58 0 57 0 0 0 1 1 3 100.00%
三河安城 64 6 64 6 0 0 0 0 4 96.27%

9RC 541 20 543 20 1 14 3 12 98.48%

クラブ名

会員数 会員数 会員数 当月
女性

入会 退会 例
会
数

12 月

出席率2014 年 
7 月１日

2014 年 
7/1 女性

2014 年 
12 月末日 12 月 累計 12 月 累計

南
尾
張
分
区

半田 62 4 63 4 0 3 1 2 3 99.42%
常滑 39 0 37 0 0 0 1 2 4 95.01%
東海 53 2 57 3 1 5 0 1 4 98.68%
東知多 19 1 21 1 0 2 0 0 2 85.71%
半田南 38 1 36 1 0 0 0 2 3 96.19%
知多 27 3 30 3 0 3 0 0 4 76.79%
大府 16 0 16 0 0 0 0 0 4 80.83%

7RC 254 11 260 12 1 13 2 7 90.38%

西
尾
張
分
区

一宮 89 1 90 1 1 4 2 3 3 97.86%
津島 63 4 67 4 0 4 0 0 4 99.21%
尾西 20 1 20 1 0 0 0 0 4 95.00%
一宮北 38 2 37 2 0 0 1 1 3 94.94%
稲沢 55 1 53 1 0 0 2 2 4 89.37%
あま 79 2 79 2 0 1 0 1 4 100.00%
名古屋清須 28 1 31 2 0 3 0 0 3 93.83%
尾張中央 30 0 33 0 0 3 0 0 4 88.74%
一宮中央 42 6 42 6 0 0 0 0 4 95.24%

9RC 444 18 452 19 1 15 5 7 94.91%

東
尾
張
分
区

瀬戸 64 6 63 6 0 2 1 3 3 98.37%
犬山 59 0 60 0 0 2 1 1 3 100.00%
江南 49 0 48 0 0 0 0 1 3 93.44%
小牧 30 2 29 2 0 0 1 1 4 90.14%
春日井 56 2 57 2 0 2 1 1 3 98.28%
尾張旭 25 1 25 1 0 0 0 0 3 93.33%
名古屋空港 54 1 51 1 0 1 4 4 4 98.99%
瀬戸北 66 7 66 7 0 0 0 0 3 100.00%
岩倉 15 1 14 1 0 0 1 1 3 93.33%
名古屋城北 31 5 30 5 0 1 1 2 3 94.21%
愛知長久手 20 5 20 5 0 0 0 0 3 95.00%
愛知ﾛｰﾀﾘｰＥクラブ 22 7 20 5 0 1 1 3 4 100.00%

12RC 491 37 483 35 0 9 11 17 96.26%

西
名
古
屋
分
区

名古屋 182 0 188 0 0 9 1 3 3 87.63%
名古屋西 96 0 103 0 0 8 1 1 3 82.87%
名古屋南 119 0 122 0 0 3 0 0 4 96.99%
名古屋みなと 71 0 70 0 0 0 1 1 3 100.00%
名古屋東南 77 6 80 6 0 5 2 2 4 91.95%
名古屋中 130 0 130 0 1 2 0 2 4 96.76%
名古屋瑞穂 63 0 63 0 0 0 0 0 4 96.93%
名古屋大須 57 5 58 5 0 3 2 2 4 91.11%
名古屋栄 82 0 86 0 2 4 0 0 4 92.29%
名古屋名南 54 8 52 8 0 0 0 2 3 94.64%
名古屋名駅 80 6 83 6 0 7 2 4 3 99.59%
名古屋丸の内 44 7 47 8 0 3 0 0 3 95.31%
中部名古屋みらい 22 7 22 7 0 0 0 0 4 37.50%

13RC 1,077 39 1,104 40 3 44 9 17 89.51%

地区内クラブ数　84 ＲＣ

2014 年 7 月１日会員数 4,770 名 内女性 202 名 増加会員数（累計） 154 名

2014 年 12 月末会員数 4,824 名 内女性 205 名 減少会員数（累計） 100 名

当月平均出席率 93.94% 差引純増会員数（累計） 54 名

クラブ 平均

平均出席率 84 93.94%

1 2 月
入 会 退 会 純 増

12 名 54 名 -42 名

会員数及び出席報告（平成 26 年 12 月末）


